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【研究の概要等】  
多細胞生物は、加齢に伴い老化を経て生命の終焉を迎えるが、その仕組みについてはよ

くわかっていない。高齢化社会を迎え、老化克服への関心も高まっており、新しい切り口

が必要とされている。白髪は、我々の経験する老化現象の中でも最も早い時期から顕著に

見られる典型的な老化形質である。我々は、色素細胞の供給源となる色素幹細胞を見いだ

し（Nishimura EK et al. Nature 2002）、この細胞が加齢に伴って質的な変化を伴って枯渇す
ることで白髪を発症することを見いだした (Nishimura EK et al., Science, 2005)。本来はニッ
チ（幹細胞の居場所）においては、未分化な色素幹細胞のみを認めるが、加齢に伴って未

分化な色素幹細胞に変わって異所性にメラニンを持った色素細胞が出現するという現象を

見いだしている。この現象を切り口に、組織の老化に先立ってみられる幹細胞の老化とは

どのようなメカニズムによりおこるのか、色素幹細胞が分化を遂げたのか、加齢に伴うス

トレス反応か、分裂寿命を来したのか、いかなる質的変化により幹細胞性を失うのか明ら

かにする。組織老化モデルとして、色素幹細胞システムを取り上げ、どのようなメカニズ

ムによって加齢により老化するのか、組織の老化メカニズム、白髪のメカニズムを明らか

にする。 

 
【当該研究から期待される成果】 
本研究では、組織幹細胞が加齢により質的に変化するメカニズム、組織が加齢によって

老化するメカニズム、白毛症の発症機序の解明、抗老化戦略の確立を目標としている。ひ

いては個体が老化する仕組みの解明や予防戦略の開発、加齢に伴い発症する変性疾患やが

んの予防、再生医療における抗老化戦略へとつながる。  
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